
28 ANRITSU CORPORATION

6Gへの期待

6 Gは既に2018年頃から関係者間での議論が開始されてお

り、先端企業では今まさに要素技術の研究が進められてい

ます。

　6 Gは、5Gで目指す高速大容量・多数同時接続・超低遅

延の3つの観点で10倍の性能を目指すとともに、無線通信

の接続可能領域を空・海洋・宇宙にまで広げる「超カバレッジ

拡張 」、増え続けるデータを処理するために増加する電力消費

量の大幅な削減のための「超低消費電力化」、幅広いユース

ケースにおける品質保証やセキュリティ、プライバシー確保を

高度化する「超高信頼 」、AIなどの技術を活かして機器が相

互に自律的に連携することでニーズに合わせた最適なネットワー

クを構築する「自律性」を新たに技術目標に加え、5Gをさら

に発展させることにより、通信基盤を超えて社会システムの基

盤としての役割を担おうとしています。5Gでは有線・無線の通

信区間の技術革新に取り組んできましたが、6 Gでは対象領

域を広げ、端末・センサからの情報がネットワーク上で処理

され制御に至るまでの、エンド・ツー・エンドで求められる性

能を満たすことを目標としています。例えば、遅延時間の短

縮もその一つです。センサやカメラが工場内の目となりデー

タを取得し、取得されたデータがネットワーク上のコンピュー

タで処理され工場の機器に応答する場合、データ取得から

機器への応答までの通信全体の遅延時間を短縮することが
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